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843 第 452回千葉医学会例会，第 3回佐藤外科例会 
れ 60才以上の高令者が全体の 20%を示した。手術術式
は胆嚢摘出術が 75%，総輸胆管切開を同時に行なったも
の 15%，外凄術は 4%，内痩術は 10%で胆嚢と胃と吻合
したもの 17例，十二指腸と吻合したもの 36例である。
高令者で急性化膿性胆嚢炎を合併し，さらに心不全端息
腎炎などの合併症のあるものに最近以上の内痩術を行な
っている。現在まで 1例も再発上行性感染などはなく術
後は良好である。胆嚢癌は 19例で全体の 4%を示した。
有石例 15例，無石例 4例で，そのうち胆嚢摘出術 6例，
試験開腹術 13例である。
胆石手術は胆嚢癌の予防という意味でも意義あるもの
と考えている。 
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川鉄病院開設以来， 1年 8ヵ月間の外来ならびに入院
診療実績は月毎に増加の傾向を示しているが，外科入院
患者総数は 579名に達し，その 57.3%が消化器系疾患で
あった。手術統計は虫垂切除が 137例で最も多く，つい
で胃切除(胃全易IJを含む〉が 52例で，手術総数は 377例
であった。入院死亡例は災害によを脳挫傷，重症火動が 
8例，根治不能癌及び再発癌が 7例，手術死は術後  15
日目の直接死 1例， 72日目の病院死 1例であった。症例
検討の第 1例は体表面積 43%の広範火傷患者について
治療経過を述べ，第 2例は胃全別後 72日目に病院死し
た噴問癌患者の術後経過を胃窪造設方法の点から検討
し，第 3例は虫垂炎と誤診した腸間膜血管腫の稀有なる 
l例について報告した。 
66. 中山式胃切除術における高瀬式縫合法並に 2，3の
問題点について
高瀬晴夫(高瀬医院)
中山式胃切除術が最も優秀なもので，わたくしも此の
方法を行なって全症例が良好な経過をとり，未だ死亡率 
0を記録しているが，時に，他の病院で耳にし，相談を
うけた際に痛感させられたことは，この術式でも，時に
は術後の浮腫性通過障碍および出血，あるいは吻合部潰
虜などが惹起されることを知り，切除後吻合部縫合のう
ち，とくに後壁の全層連続縫合の技術がこれに最も影響
するものと考えこの縫合の途中 2，3針ごとに同ーの糸
で「レンベノレト」氏縫合と同一目的の喋膜按膜縫合法を
考案してこれを加味し，胃および、腸壁側の撲膜を互に，
より確実に接着せしめ，吻合部後壁の膿虜，炎症性浮腫
および術後潰虜形成などを予防しうると確信して，その
術式を述べ，あわせてこの全層連続縫合糸の脱落を容易
にするためには，他の糸がこれにからまるように注意
し，また，この全層連続縫合糸に「カットグート」の使
用を提案し，後壁固定は 3針で充分である事を述べた。
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